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父、石原慎太郎と実現したことと、
意志を引き継ぎ、私が成すべきこと

◇領土・領海を守り、国民の生命と財産を守り抜く
父は自民党の衆議院議員時代、一貫して外交・防衛を専門としていました。
米国の ICBM 基地を視察したことのある数少ない国会議員でもありました。2012 年 4 月、
父は、東京都による尖閣諸島の購入を表明しました。結果としては、民主党政権の野田首
相が国有化しましたが、尖閣諸島への危機感は亡くなるまで持っていたと思います。2021
年 4 月、父とともに沖縄県石垣市の中山市長と面談しました。中山市長から「中国海警局
の艦船により、石垣島の漁船が尖閣諸島の近海で全く漁業が出来ない厳しい状況」と伺い、
父は中山市長に、「夏には石垣島にある大型客船をチャーターして、尖閣諸島に上陸しよう」
などと話していました。ロシアによるウクライナ侵略が進む中、東アジアでは 2027 年ま
でに中国が台湾に侵攻するとの推測がなされています。力による侵略を許すことは出来ま
せん。ロシアのウクライナへの侵略は、“明日の日本の危機” です。中国が台湾に侵攻した
場合、尖閣諸島も侵略される可能性が高いからです。今から、中距離ミサイルの配備等、
更なる防衛力を確保し、領土・領海を守らなければなりません。与党の一員として敵基地
攻撃能力の確保を進めて参ります。

　

今
回
の
自
由
民
主
で
は
、、去
る
2
月
1
日
に
逝
去
し
た
私
の
父
、石
原

慎
太
郎（
元
都
知
事
）に
つ
い
て
、父
と
一
緒
に
実
現
し
た
政
策
を
振
り
返

り
ま
す
。ま
た
、父
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、こ
れ
か
ら
石
原
ひ
ろ
た
か
が
成

す
べ
き
こ
と
と
、併
せ
て
令
和
4
年
度
予
算
の
概
要
を
特
集
し
ま
す
。
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原
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郎
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父
は
私
に
と
っ
て
、高
い
目
標
で
あ
り
、人
生
の
指

針
を
示
し
て
く
れ
る
人
で
し
た
。私
が
学
生
時
代

に
、常
に
迷
い
な
く
我
が
道
を
行
く
父
に「
何
故

そ
ん
な
風
に
生
き
て
い
け
る
の
か
」と
尋
ね
ま
し

た
。そ
の
際
に
、「
俺
だ
っ
て
今
こ
の
一
瞬
を
一
生
懸

命
生
き
て
い
る
ん
だ
、お
前
も
頑
張
れ
よ
」と
言
っ

て
く
れ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

今
後
も
、父
を
目
指
し
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

 

本
当
に
多
く
の
方
々
よ
り
、温
か
い
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

父
、石
原
慎
太
郎
は
令
和
4
年
2
月
1
日
、享
年
8
9
歳
で
逝
去
し
ま
し

た
。葬
儀
は
2
月
4
日
と
5
日
に
家
族
葬
で
行
い
ま
し
た
。葬
儀
の
際
、姪
か

ら「
素
晴
ら
し
い
人
生
だ
っ
た
」と
父
が
言
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。息
子

に
は
常
に
強
い
男
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
た
父
の
本
音
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。戒
名
は「
海
陽
院
文
政
慎
栄
居
士
」。生
前
、戒
名
に「
青
嵐
報
国
」と

入
れ
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、こ
の
言
葉
は
墓
石
に
刻
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。「
青
嵐
」と
い
う
言
葉
に
父
の
強
い
思
い
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　 ひろたか



父は、衆議院議員時代、大島の噴火による全島民の島外避難、また、都知事時代にも三宅島の噴火による全島民の島外避
難を実施しました。帰島後の復興対策にも従事し、2009 年には伊豆・小笠原諸島の本土への物品の運送費補助を 50％ま
で引き上げました。離島振興の意志を引継ぎ、私が初当選時より手掛け、リーマンショック後の経済対策として調査費を
付けた小笠原諸島への海底・光ケーブルの設置についても都知事であった父に理解をしていただきました。それを機転に、
2020 年 3月までに三宅正彦都議と私が力を合わせ、伊豆諸島全ての島に海底・光ケーブルを設置することができました。
2023 年 3 月に期限を迎える離島振興法は、新たな時代に配慮し、DX・再エネ・スマートアイランドといった観点も取り
入れた新たな離島振興法の成立を図り、離島振興を深化させて参ります。

令和 4 年度  予算について
2022 年 2 月 22 日に令和４年度予算案（総額 107 兆 5,964 億円）が成
立しました。衆議院では、現在、内閣提出の 58 本の法案と 7 本の条約の
成立・承認を目指して各委員会での審議が続いています。
令和 4 年度予算（総額 107 兆 5,964 億円）の歳出の内訳は、一般歳出
67 兆 3,746 億円（前年度比 +4,723 億円）、地方交付税交付金等 15 兆
8,825 億円（前年度比▲664 億円）、国債費 24 兆 3,393 億円（前年度比
+5,808 億円）です。また、歳入の内訳は税収 65 兆 2,350 億円（前年度
比+7兆7,870億円）、その他収入5兆4,354億円（前年度比▲1,293億円）、
公債金 36兆 9,260 億円（前年度比▲6兆 6,710 億円）です。（図 1参照）

主要経費別内訳は、図 2 の通りです。社会保障費の増加を +4,393 億
円と 5 千億円以内に抑えている点、また、昨今の安全保障状況より防
衛費を +542 億円としている点、苦しい財政の中でも、将来の日本の
発展のために科学技術振興費 +150 億円となっている点が特徴です。
また、令和 4 年度も通常の予備費 5 千億円とは別に、5 兆円の新型コ
ロナウイルス感染症対策予備費を確保しています。
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◇憲法改正

◇地球温暖化対策

◇さらなる離島振興
2007 年 ツバル、フィジー諸島共和国を
訪れる石原慎太郎都知事 ( 当時 )

父は、一貫して、政治家として憲法改正を主張して参りました。現在の憲法はアメリカに押しつけら
れたものだから、日本人による日本語の憲法改正が必要だと主張してきました。現在、野党を含めて、
憲法改正の機運は高まっています。次期衆議院議員選挙までに、憲法改正の道筋を実現して参ります。

タカ派の父は、実は、地球温暖化問題に強い関心を持っていました。
都知事時代には、オセアニアのツバルを訪問し、将来、水没する危険性のある
ツバルの危機を発信していたのです。私自身も環境副大臣、環境委員長を歴任
し、現在、党の環境・温暖化対策調査会の事務局長を勤めています。
地球温暖化対策計画の着実な実施と、グリーン成長戦略を進めて参ります。

父が都知事時代、三環状道路の整備を表明しました。品川区を通る中央環状品
川線も 2015 年 3 月に開通しました。品川線については、五反田地区で排気塔
建設への反対運動もありましたが、私が中心になり、東京都・首都高速道路株
式会社・地元住民との意見交換会を 10 数回実施し、住民のご理解をいただき
開通しました。武蔵小山 - 大井町を結ぶ都道補助 26 号線も 2021 年 10 月 22
日に開通しました。2006年7月に東急目黒線が地下化され、武蔵小山駅の新ロー
タリーの完成式典の際、濱野健品川区長が、都知事として式典に参加した父に、
JR 東日本、JR 東海への働き掛けを依頼し、26 号線にクロスする横須賀線、新
幹線の工事が進んだことによるものです。

2015 年 中央環状品川線 開通式典

◇東京都・品川区・大田区の交通網の整備

父は、衆議院議員時代、大島の噴火による全島民の島外避難、また、都知事時代にも三宅島の噴火によ
る全島民の島外避難を経験しました。帰島後の復興対策にも辣腕を振るいました。2009 年には伊豆・
小笠原諸島の本土への物品の運送費補助を 50％まで引き上げました。私も初当選当初より小笠原諸島
への海底・光ケーブルの設置を手掛けてきました。私が調査費をつけたことにより、ケーブルの設置が
実現しました。それを契機に、2020 年 3 月までに、三宅正彦都議と私が力を合わせ、伊豆諸島全ての
島に海底・光ケーブルを設置することができました。離島振興特別委員会の事務局長として、2023 年
3 月に期限を迎える離島振興法は、新たな時代に配慮し、DX・再エネ・スマートアイランドといった観
点も取り入れた新たな離島振興法の成立を図り、離島振興を深化させて参ります。

<2> 令和 4年 (2022 年 3 月 28 日 )( 月曜日 )

羽田空港の国際化を進める中、父は京急の京急蒲田近辺の高架化も実現しました。現在、JR 空港線の整備
が進みつつあり、東急蒲田と京急蒲田を結ぶ新空港線の議論も大詰めです。品川駅の再編に向けて北品川
駅近辺の京急高架化事業、東急大井町線の下新明～中延までの高架化事業も今後、進展していきます。父
のように、東京都・品川区・大田区の交通網の整備に、私も与党の国会議員として全力で取り組んで参ります。


